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鉄道・運輸機構意見交換会報告
機械部会　トンネル機械技術委員会

部 会 報 告

1．はじめに

令和 7 年 10 月 8 日に機械振興会館会議室および
Web 会議にて，トンネル機械技術委員会と 鉄道建
設・運輸施設整備支援機構（以下，「JRTT」という）
による初めての意見交換会が開催されました。本会合
では，JRTTが組織として取り組む『建設DX』の推
進に関する最新動向の共有と，トンネル施工における
課題解決に向けた意見交換を実施しました。参加者は
トンネル機械技術委員会からは32名（会場参加18名，
Web 参加 14 名）JRTTからは 11 名（会場参加 4名，
Web 参加 7名）の総勢 43 名と，多くの方に参加いた
だき，非常に有意義な意見交換となりました。今回は
当委員会の委員ではありますが，JRTT側の立場から
報告させていただきます。

2．意見交換スケジュール

15：30 ～ 15：35　はじめに
15：35 ～ 15：50　�建設 DXビジョン・ロードマップ

説明

15：50 ～ 16：40　トンネル工事に関する取組み・質疑
16：40 ～ 17：25　JCMA側からの質疑・意見交換
17：25 ～ 17：30　まとめ・閉会

3．意見交換概要

（1）建設 DXビジョン・ロードマップ説明
JRTTでは鉄道建設における建設DX推進のため，
20 ～ 30 年後の実現をめざす「建設DXビジョン」（以
下「ビジョン」という，図─ 1）を 2023 年 10 月に，
ビジョンを具現化するための「ロードマップ」（図─ 2）
を 2024 年 4 月に策定しました。背景には，人口減少
による担い手不足，地球温暖化対策，災害対応等があ
り，ビジョンでは「持続可能な社会に向けて “シンカ ”
する」を掲げ，ICT 施工，BIM/CIM 活用，AI によ
る監督検査，無人化・省人化技術等の導入を目指して
います。
トンネル工事におけるロードマップは 3段階で構成

され，STAGEⅠ（5年以内）では画像解析やAI 技術
を活用した切羽評価の現場試行や課題整理，STAGE
Ⅱ（10 年程度）では切羽災害を防止するため削孔，

図─ 1　建設DXビジョン
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装薬，発破，支保工建込みや吹付作業などの切羽作業
の自動化，無人化を目的に，現場全体の効率化を進め，
STAGEⅢ（20 ～ 30 年）ではトンネル工事の無人化施
工を目指しています。
委員からはDX推進に伴うコスト負担の公平性や技

術導入の評価方法に関する質問がありました。また，
NETIS 未登録技術の扱いや，鉄道特有の仕様に準じ
た評価基準の整備が課題となりました。発注方式につ
いては国土交通省で SI 型発注の導入により新技術の
採用が促進されるなか，競争性や透明性をどう確保す
るかについて，議論されました。さらに，DX推進に
必要な人材育成，現場での ICT 施工の評価方法や施
工効率と安全性を両立させるための制度設計について

も意見が交わされ，技術革新と制度改正を同時に進め
る必要性が議論になりました。

（2）トンネル工事に関する取り組み・質疑
JRTTから山岳トンネルやシールドトンネルにおけ
るDX技術の導入状況や施工上の課題について説明を
行いました。JRTTでは山岳トンネルにおいてはAI
を活用した切羽評価システムや 3次元計測による出来
形管理の試行を進め，施工精度向上と省力化を目指し
ています。また，切羽評価では担当者の熟練度による
バラツキを減らし，AI による客観的な判定を導入す
ることで，施工リスク低減と工程管理の効率化を図
り，3次元計測技術では面的データを活用した施工精

図─ 2　建設DXビジョン・ロードマップ

図─ 3　山岳トンネルの取り組み
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度の可視化により，従来の断面管理から構造物全体の
面管理による出来形管理の適用について検討を進めて
います（図─ 3）。
シールドトンネルでは大深度・長距離化に伴う高水

圧下での発進・到達技術や止水・排水対策の高度化が
課題とされています。
質疑では，狭小断面での大型機械適用の制約，反力

確保の難しさ，排ガス規制対応機械の普及遅れ，イン
バート施工の合理化，施工機械の小型化や接地圧低減
など現場特有の課題について，委員からの意見があり
ました。また，週休二日制対応に伴うメンテナンス体
制や，ICT 施工の評価方法，コスト負担の公平性に
ついても議論されました。さらに，シールド工法にお
ける止水・排水技術や排土量管理の精度向上など，技
術開発の方向性に関する質問がありました。
JRTTでは現場試行等を通じて課題の解決を進めて

いきたいと考えております。

（3）JCMA側からの質疑・意見交換
委員からは現場課題や制度面に関する幅広い意見を

いただき，活発な議論が行われました。
新技術導入時のコスト負担と公平性について，発注

者・受注者双方の負担バランスをどう確保するかが重
要な論点となりました。特にDX技術の導入に伴う追
加コストをどのように評価し，契約や積算に反映させ
るか，新技術を前提とした発注においては透明性と公
正性を確保する仕組みをどうするのか課題として挙げ
られました。
制度面では，SI 型発注方式やNETIS 未登録技術の

柔軟な評価，設計変更への対応，週休二日制に伴う工
程管理などが議論され，現場での設計変更や新技術導
入に対する柔軟な対応を可能にする仕組みが必要であ
り，発注者側の制度設計に期待する意見が委員よりあ
りました。また，ICT 施工や遠隔臨場の評価方法，
施工効率と安全性を両立させるための基準整備につい
ても意見が交わされ，技術革新と制度改革を両輪とし
たDX推進の必要性が JCMAと JRTTの双方で確認
されました。

4．おわりに

今回の意見交換会では，JRTT が示すビジョンと
ロードマップを共有し，トンネル施工分野における
DX推進の方向性や現状の課題，AI や ICT 技術の活
用，省人化・無人化施工，3次元計測による品質管理
など，現場課題を踏まえた具体的な議論が行われ，技
術革新と制度整備の両面で協力する重要性が再認識さ
れました。
今後も継続的な情報共有と意見交換を実施し，鉄道
建設の安全性・生産性向上に寄与してまいります。

5．謝辞

本意見交換会は参加いただいた皆様のご協力によ
り，活発な意見交換を行うことができました。ご参加
いただいた委員会メンバー，事務局並びに JRTT 関
係者に深く感謝申し上げます。
今後も建設DX推進に向け，継続的な意見交換の場
を設けていく予定です。
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鉄道建設・運輸施設整備支援機構
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写真─ 1　意見交換会の様子
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